
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業 
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子どもたちが読書の楽しさや喜びを知り、読書する力を身につけるため、子どもの発達段階に応じ

た資料を選定・収集し提供しています。また、おはなし会をはじめとするイベント事業や各種推薦図

書リストの発行、図書展示のほか、小・中学校や学校図書館との連携、子どもの読書活動を支援す

る人へのサービス等を継続して行っています。25 年度からは、生後３・４か月の乳児を対象としたブ

ックスタート事業に続く、小学校１年生を対象としたセカンドブック事業を実施しています。 

＜おはなし会＞ 

子ども向けのおはなし会事業は、開館当初から実施しており、子どもと本の出合いをつくる機会と

して今日まで継続しています。市内のおはなしグループの協力を得ながら、平成９年 10 月には乳

幼児の親子を対象としたおはなし会も開始し、12年度にはさらに対象年齢を分けて回数を増やしま

した。七夕やクリスマスなど季節のおはなし会や土曜日開催のおはなし会など、さまざまな機会をつ

くっています。 

 

 
子どもおはなし会 親子で楽しむおはなし会 土曜日おはなし会 

開催日 毎週水曜日 第 2・4木曜日 不定期 

対 象 4歳から小学生 0・1歳児と保護者 2・3歳児と保護者 乳幼児と保護者 

実施回数 48回 23回 23回 1回（※） 

参
加
人
数 

子ども 395人 342人 239人 10人 

保護者 174人 330人 206人 5人 

１回平均 8人（子ども） 14組 9組 10人（子ども） 

※ただし、土曜日に開催した特別おはなし会は除く（イベント・講座に記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 子どもと子どもの読書活動を支援する人へのサービス 
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＜イベント・講座＞ 

こどもの読書週間や夏休み等に合わせてイベントを実施し、図書館や本に親しむ機会をつくってい

ます。 

事業名 日程 内 容 参加人数 

子ども 

図書館員 

7月 30日・31日 

8月 1日 

子ども一日図書館員 
22人 

  貸出・返却業務や図書装備を体験 

科学あそび 8月 7日 
「ぷよぷよたまごをつくろう 卵の実験」（全２回） 

35人 
  講師：塚原 博氏（科学読物研究会会員） 

特別 

おはなし会 
1月 31日 

「おはなしおばさんの玉手箱」 
64人 

  語り：藤田 浩子氏（語り手、幼児教育者） 

「かたれやまんば 藤田浩子の語りを聴く会」 
28人 

  語り：藤田 浩子氏（語り手、幼児教育者） 

児童行事 

実技講座 
3月 4日 

「子どもたちと読書の幸せな出会いのために」 
28人 

  講師：佐藤 凉子氏（子どもと読書のコーディネーター） 

「ストーリーテリングを楽しむ会」 
55人 

  語り：佐藤 凉子氏（ストーリーテラー） 

 

子ども読書の日（４月 23日） 

毎年、この日に合わせて推薦児童図書リストを発行し､対象図書の展示をしています。また、４月

23日から５月 12日までを「こどもの読書週間」としてさまざまな企画も実施しています。26年度は「バ

リアフリー絵本展 『さわってみよう！布の絵本と点字絵本』」を開催しました。 

 

子ども図書館員（夏季） 

小学校４～６年生を対象に、図書館の仕事を 

体験するイベントを実施しています。 

 

科学あそび（夏季） 

夏休み中の小学生を対象として、ゲストティーチャ―による簡易な科学実験や科学工作を楽しむ

教室を開催しています。テーマに合わせた知識絵本や科学読み物も紹介します。 

 

特別おはなし会 

おはなしおばさんとして全国でおなじみの藤田浩子さんをお招きして、楽しいおはなしの小道具を

使ったあそびの会や福島弁で語る昔話を聴く会を開催しています。 

 

児童行事実技講座（秋冬季） 

子どもの読書活動を支援する人のための講座を実施しています。 
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◆子どもの読書週間特別企画 

バリアフリー絵本展 ｢さわってみよう！布の絵本と点字絵本｣ 

［開催日時］ 平成 26年５月 10日（土）・11日（日） 午前 10時～午後６時 

［開催場所］ 中央図書館内 おはなしのへや 

［参 加 者］ 延べ 129人 

［協   力］ 布の絵本製作ボランティア「はなみずき」 

         狛江点訳絵本の会「コスモス」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆科学あそび教室 ｢ぷよぷよたまごをつくろう 卵の実験｣ 

［開催日時］ 平成 26年８月７日（木） 

①午前 10時～正午  ②午後２時～４時 

［開催場所］ 中央公民館 美術工芸室 

［参 加 者］ ①小学校１・２年生 16人  ②小学校３～６年生 19人 

［講 師］ 塚原 博さん（科学読物研究会会員、実践女子大学教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガラス瓶に生卵と酢を入れて作る「ぷよぷよたまご」の経過観察を楽しむ実験のほか、生卵とゆで卵を

回して比べたり、卵を立てたり、力を加えて卵の強度を確かめたりしました。 

中央図書館で所蔵している「手

づくり布の絵本」と市販品を含む

「点字絵本」を集めて展示し、実際

に触って遊んでもらえるスペース

を用意しました。また、ボランティ

アメンバーの協力による体験イベ

ントのミニコーナーを設け、フェル

トのおもちゃを作ったり、点字名刺

を作ったりして楽しみました。 
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◆特別おはなし会 ｢おはなしおばさんの玉手箱｣ 

［開催日時］ 平成 27年１月 31日（土） 午前 11時～正午 

［開催場所］ 中央公民館 和室 

［参 加 者］ 幼児と保護者 64人 

［語 り 手］ 藤田 浩子さん（語り手、幼児教育者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆児童行事実技講座 ｢子どもたちと読書の幸せな出会いのために｣ 

［開催日時］ 平成 27年３月４日（水） 午前 10時～正午 

［開催場所］ 狛江市防災センター ４階会議室 

［参 加 者］ 絵本や子どもの読書活動に関心のある人  28人 

［講 師］ 佐藤 凉子さん（子どもと読書のコーディネーター、ストーリーテラー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちに物語を届ける手法は、絵本の読み聞かせだけでなく多様にあり、耳からの読書に

続き、自分で読むことの楽しさを子どもたちに伝えるにはどうしたらよいかという内容で、長年の経

験に基づく取り組みについて実演を交えてご指導いただきました。 
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＜図書展示＞ 

 季節の行事や子どもたちの身近な事柄をテーマに、関連する絵本や図書を集めたり、それにちな

んだ装飾を行ったりして、いろいろな本との出合いのきっかけをつくる企画展示をしています。 

期間 テーマ 設置場所 

4/1～4/14 手づくり布の絵本 １階ロビーショーケース 

4/1～4/21 春のえほん 入学・入園おめでとう！ 児童コーナー展示架 

4/8～5/26 セカンドブックの本 新１年生にすすめる本 児童コーナーミニ展示 

4/23～6/1 このほんしってる？2014 図書館がすすめる本 児童コーナー展示架 

6/18～7/14 時間・とけい・時の本 児童コーナー展示架 

6/18～7/2 サッカーの本 児童コーナーミニ展示 

7/16～9/1 夏休み課題用参考図書 児童コーナー特設 

7/23～8/25 戦争と平和を考える子どもの本 児童コーナー展示架 

8/26～9/29 月夜に… 月の絵本 児童コーナー展示架 

10/1～11/10 おいしい絵本 児童コーナー展示架 

10/1～10/13 カレーライスたべたいな 児童コーナーミニ展示 

10/15～11/3 風の本 児童コーナーミニ展示 

10/14～10/31 ハロウィンの本 児童コーナーミニ展示 

10/16～10/31 こんにちは、おてがみです １階ロビーショーケース 

11/5～11/10 音楽のある絵本 児童コーナーミニ展示 

11/12～12/25 クリスマスの絵本 児童コーナー展示架 

12/26～1/26 お正月・ひつじの本 児童コーナー展示架 

1/28～2/9 鬼の絵本 児童コーナー展示架 

1/28～2/9 すがたを変える大豆 児童コーナーミニ展示 

2/11～2/16 太郎の絵本 児童コーナー展示架 

2/18～3/2 ひなまつり 姫の絵本 児童コーナー展示架 

3/4～3/16 東日本大震災のメッセージ 2015 児童コーナー展示架 

3/18～3/30 追悼展示・松谷みよ子の本 児童コーナー展示架 
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＜推薦児童図書リストの発行＞ 

図書館がすすめる本を手に取ってもらえるように、紹介冊子やリーフレットを作成し、対象資料

の特集コーナーを設置しています。また、発行物は市内図書室や学校図書館等へも配布してい

ます。26 年度は小学生にすすめる本を紹介した「読書のみちしるべ」の内容を改訂し、小冊子を

発行しました。ほかにも子ども用の図書館利用案内「としょかんへようこそ！」を製作しました。 

タイトル 発行日 内容 

このほんしってる？2014 

 （幼児／1・2年／3・4年／5・6年） 

年 1回 

4月 23日発行 

 前年に刊行された児童図書や絵本の

中から選定して紹介。 

Books for you 2014 

 （中学生以上） 

年 1回 

4月 23日発行 

 前年に刊行された児童図書の中から選

定して紹介。 

読書のみちしるべ 

 （小学生にすすめる本） 

平成 27年 

3月発行 

 読み継がれた基本図書を中心に学年

別に選定して紹介。（24年の改訂版） 

図書館で会える絵本 

 （3～6歳に読んでほしい絵本） 

平成 22年 

3月発行 

 読み継がれた優良絵本を中心に選定し

て紹介。 

赤ちゃんに贈るファーストブック 

 （0・1・2歳児に読んであげたい絵本） 

平成 22年 

1月発行 

 3・4 ヶ月健診で実施のブックスタート時

に配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜絵本の貸出ベストリーダー10＞       （平成 26年４月１日～平成 27年３月 31日） 

順位 タイトル 作者 出版社 

1 おしゃべりなたまごやき 寺村 輝夫／作 福音館書店 

2 しろくまちゃんのほっとけーき わかやま けん／[え] こぐま社 

3 はらぺこあおむし エリック＝カール／さく 偕成社 

4 からすのパンやさん かこ さとし／作・絵 偕成社 

5 ぐりとぐら なかがわ りえこ／作 福音館書店 

6 としょかんライオン ミシェル・ヌードセン／さく 岩崎書店 

7 すてきな三にんぐみ トミー＝アンゲラー／さく 偕成社 

8 おばけのバーバパパ アネット＝チゾン／さく 偕成社 

9 バムとケロのもりのこや 島田 ゆか／作・絵 文渓堂 

10 おばけのてんぷら せな けいこ／作・絵 ポプラ社 
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＜学校図書館への協力貸出＞ 

市内小・中学校の各学校図書館を窓口に協力貸出を行っています。毎週１回 FAX 受付による貸

出依頼のほか、インターネット予約や来館取り置き分を含めた資料の配送も行います。配送は週２回

月曜と木曜に学校専用便を運行し、学校間同士の相互貸借にも利用できます。26年度は82回実施

しました。 

 

＜職場訪問・職場体験＞ 

小学校の地域探検や公共施設見学、中学生・高校生が学校を離れて地域の商店や民間企業、公

的事業所等の職場で、実際に仕事を体験する事業を受け入れています。図書館では、職場体験の

「働くことの意義や仕事の大切さを感じ取る」等の目的が達成できるよう支援するとともに、生涯を通じ

ての読書習慣や図書館の利用につながるよう様々な内容でプログラムを組んでいます。26 年度は、

小学校の見学、市外の中学生・高校生の訪問が多くありました。 

学校名 学年 人数 実施日 日数 内容 

狛江第五小学校 3年生 93人 6月 24日 1日 施設案内、利用指導 

狛江第一小学校 いずみ学級 15人 7月 16日 1日 施設案内、利用指導 

狛江第一小学校 2年生 95人 9月 16日 1日 施設案内、利用指導 

狛江第二中学校 1年生 3人 2月 4日～6日 3日 窓口業務、図書装備等 

狛江第四中学校 1年生 6人 12月 11日 1日 施設案内、インタビュー 

都立西高等学校 1年生 1人 8月 6日 1日 図書装備等（奉仕体験） 

都立つばさ総合高等学校 1年生 1人 11月 6日 1日 施設案内、インタビュー 

静岡聖光学院中学校 2年生 1人 11月 10日～11日 2日 窓口業務、図書装備等 

 

 

 

 

 

小学校名 
狛江 

第一小 

狛江 

第三小 

狛江 

第五小 

狛江 

第六小 
和泉小 緑野小 小学校計 

貸出冊数(冊) 1,902 1,243 571 2,061 1,175 1,108 8,060 

（内学級文庫） （526） （0） （250） （0） （270） （0） （1,046） 

中学校名 
狛江 

第一中 

狛江 

第二中 

狛江 

第三中 

狛江 

第四中 
中学校計  全校計 

貸出冊数(冊) 217 960 978 135 2,290  10,350 
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＜ヤングアダルトサービス＞ 

図書館では、主に中学生・高校生を中心とした世代をヤングアダルト（ＹＡ）と呼びます。世代の特

性を考えながら、図書館に親しんでもらえるよう図書を選定し、ＹＡコーナーを設置しています。ＹＡ

コーナーでは、ＹＡ用の新着図書を展示しているほか、情報交換ノートやおすすめ本投稿ＢＯＸを置

き、利用者同士交流を図る機会を作っています。 

 

◆ＹＡＰＯＰ募集＆展示 

読書週間（10月27日～11月９日）企画として、中学生・高校生を対象に、おすすめ本ＰＯＰを募集

しました。市内の中学校・高等学校にもご協力いただき、多くの作品を図書とともに展示することが

できました。ＰＯＰと共に展示された図書は何度も貸出しされており、たくさんの方に読んでもらいま

した。 

 

［募集期間］ 

平成 26年 10月 27日（月）～11月 30日（日） 

［作品・図書展示］   

平成 26年 12月 17日（水）～２月 23日（月）  

  [展示場所] 

一般展示コーナー・家庭コーナー掲示板にて 
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＜ブックスタート事業＞ 

ブックスタートとは、赤ちゃんとその保護者が、絵本を介してゆっくり向き合い、心触れあうひととき

を持つためのきっかけづくりをすることです。図書館では、司書とブックスタート説明員が３・４か月児

健康診査会場で実施しています。実際にその場で説明員が赤ちゃんに対面式で読み聞かせを行い、

最後に絵本１冊と「絵本リスト」などを贈呈しています。 

10月 15日に NPOブックスタートの職員が狛江のブックスタートの見学に来ました。一組一組対応

しており、丁寧で個々の状況にあった説明がされているとの感想をいただきました。 

またブックスタートを終えた後の読み聞かせや兄弟姉妹などへの読み聞かせについて聞かれるこ

とが多いため、図書館で発行している「図書館で会える絵本」を２月から配布を始めました。 

ブックスタート配布絵本タイトル        ブックスタート配布絵本の推移 

 

 

 

＜セカンドブック事業＞ 

25 年度から、小学校へ入学するすべての児童に本を

一冊贈るセカンドブック事業を実施しています。  

この事業は、子ども自身が「本を選ぶ楽しさ」「読む楽しさ」を知るきっかけをつくることで，自発的な

読書活動につながることを目的としています。 

 

 司書がおすすめする 12冊の本の中から 

一冊を親子一緒に選んでもらい、贈呈してい

ます。 

26年度は 591人の児童に配布しました。 

 

  

 

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 

604冊 577冊 607冊 639冊 677冊 

ブックスタート配布絵本タイトル（内訳） 冊数 

『いないいないばあ』（童心社） 75冊 

『じゃあじゃあびりびり』（偕成社） 153冊 

『くっついた』（こぐま社） 196冊 

『がたんごとん』（福音館書店） 232冊 

『くだもの』（福音館書店）） 21冊 

セカンドブック配布絵本タイトル（内訳） 冊数 

『ちからたろう』(ポプラ社) 15冊 

『こねこのぴっち』(岩波書店) 50冊 

『ひとまねこざる』(岩波書店) 72冊 

『ろくべえまってろよ』(文研出版) 40冊 

『すいかのたね』（福音館書店） 35冊 

『わにのはいた』（大日本図書） 38冊 

『なぞなぞのすきな女の子』（学研） 91冊 

『1ねん 1 くみ 1ばんワル』（ポプラ社） 70冊 

『番ねずみのヤカちゃん』（福音館書店） 80冊 

『ふたりはともだち』(文化出版局) 44冊 

『ダンゴムシみつけたよ』(ポプラ社) 29冊 

『ぼく、あぶらぜみ』（福音館書店） 27冊 

ブックスタートパック 
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＜発行物＞ 
 

 

 

 

 

 

 

＜図書展示＞ 

期間 テーマ 設置場所 

4月 18日～ 5月 30日 春・ガーデニング 一般展示コーナー 

5月 1日～ 5月 24日 
改憲 是?!否?! ～5月 3日 憲法記念日に寄せて 

一般展示コーナー 
※狛江市複製冊子『あたらしい憲法のはなし』同時配布 

6月 23日～ 8月 7日 家事場のパパヂカラ（男女共同参画週間） 一般展示コーナー 

8月 8日～ 9月 1日 
平和を求めて 2014 ～この 1年間の受入図書 

一般展示コーナー 
平和を求めて ～戦争を忘れないで語りつごう 

8月 10日 こまえ平和フェスタ 2014～戦争を忘れないで語りつごう エコルマホール ロビー 

9月 3日～ 9月 30日 活動的
ア ク テ ィ ブ

高齢者
シ ニ ア

生活
ラ イ フ

を応援します！（敬老の日展示） 一般展示コーナー 

10月 1日～11月 7日 今年の秋は…スポーツの秋！ 一般展示コーナー 

10月 23日～10月 26日 新潟県中越地震から十年 一般展示コーナー 

11月 7日～12月 16日 大人が楽しむ絵本  一般展示コーナー 

1月 9日～ 2月 2日 追悼 宮尾登美子 一般展示コーナー 

3月 6日～ 4月 6日 あの日を心に刻む （東日本大震災関連図書展示） 一般展示コーナー 

                                                                                                       

 

  

発行日 タイトル 

9月 30日 「こまえ図書館だより 第 59号」 

2月 28日 「こまえ図書館だより 第 60号」 

3月 15日 「こまえ図書館だより 臨時号 貸出期限の延長方法変更」 

２ 成人へのサービス 
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中央図書館では、図書館への来館や読書に困難を感じる方を支援するサービスを行っています。 

26年４月に「利用支援サービス事業実施要綱」を施行しました。印刷物を読むことが困難な方向けの

新しい録音媒体であるテキスト DAISYの研修を協力員に対して実施しました。また高齢者向けのサ

ービスとして試行していた高齢者施設への大活字本配達は、今年度から本実施となり４施設へ配達

を行っています。 

市民向け講演会では、『てんじつきさわるえほん ぐりとぐら』の出版に携わった編集者の方をお招

きし、市内だけでなく市外からも多くの方に参加いただきました。 

 

＜協力員研修＞ 

利用支援サービス協力員向けに、テキスト DAISYの紹介と製作方法について学ぶこと、そして音

訳技術のスキルアップを目的とした研修を実施しました。 

 

 

［開催日時］ 平成 27年１月 22日（木）午前 10時～正午 

23日（金）午前 10時～正午、午後１時 30分～４時 30分 

［開催場所］ 市役所４階 特別会議室 

［参 加 者］ 22日 16名、23日 12名（図書館協力員・市内刊行物音訳者）  

［講 師］ 森田聰子さん（特定非営利活動法人 DAISY TOKYO理事長） 

 

テキスト DAISY は音訳に比べて製作時間の短縮が

可能であること、小説や随筆など情緒を重んじるよ

うな作品には適さないことなど、長所と短所を理解

することができました。 

また、DAISYを再生する機器である PLEXTALKを実

際に用いて、利用者が聞きやすい録音資料を製作す

る上での、録音時の音量の調整や、検索性を高める

編集技術の必要性を学びました。 

《テキストＤＡＩＳＹ・音訳スキルアップ研修》 

３ 利用支援サービス 
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＜市民向け講演会＞ 

 視覚障がい者の読書生活や点字絵本について理解を深めるため、福音館書店こどものとも

第一編集部の中村悠子さんに講演をしていただきました。福音館書店では、25年に『ぐりとぐ

ら』誕生 50周年を記念して、目の見える人も見えない人もいっしょに囲んで楽しめる『てんじつ

きさわるえほん ぐりとぐら』を出版しました。その出版に最初から携わった中村さんに、この絵

本を出版するきっかけ、製作工程でのご苦労などをお話していただきました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜高齢者施設へのサービス＞ 

  今年度は大活字本の配達施設を新たに１施設増やし、４施設になりました。図書館が配達す

る本を各施設が共用スペースに並べ、入所者や通所者が自由に本を選んでいます。利用され

ている方から大活字本だけでなく写真集などビジュアルで楽しめる本も読みたいという意見が

あり、今後の配達に反映していこうと思います。 

  

［開催日時］ 平成 26年 12月７日(日) 午後２時～４時 

［開催場所]  西河原公民館 学習室１ 

［参 加 者］ 35名  

［講 師］ 中村悠子さん（福音館書店こどものとも第一編集部） 

 

製作過程をプロジェクターで見ながら、

原作の絵のすばらしさを損なうことなく

樹脂印刷を本に載せていく困難、工夫など

を語っていただきました。 

点訳に携わっている方や点字に興味の

ある方だけではなく、『ぐりとぐら』のフ

ァンの方も参加されていて、NHKの取材映

像を見たり、実際の点字つき絵本を触った

り、中村さんの講演を興味深く聞き入って

いました。 

《『てんじつきさわるえほん ぐりとぐら』が生まれるまで》 
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配達施設名 配達回数（日程） 回収回数（日程） 冊数 合計 

狛江共生の家 
６回 

（4/8、6/24、7/10、9/2、11/4、1/13） 

５回 

（6/24、9/2、11/4、1/13、3/10） 
160冊 

910冊 

こまえ苑 
４回 

（6/24、9/2、11/4、1/13） 

４回 

（9/2、11/4、1/13、3/10） 
110冊 

グランダ狛江 
４回 

（6/24、9/2、11/4、1/13） 

４回 

（9/2、11/4、1/13、3/10） 
320冊 

グランダ狛江参番館 
４回 

（6/24、9/2、11/4、1/13） 

４回 

（9/2、10/28、1/13、3/10） 
320冊 

 

＜利用支援サービス事業実績＞ 

26 年４月に施行された「利用支援サービス事業実施要綱」に基づき、登録要件が一部変更さ

れています。併せて協力員の登録は、録音資料製作を行う音訳者と対面朗読を行う対面朗読者に

変更しました。録音資料製作のうち、編集、校正業務は経験年数が長く、技術レベルが高い音訳

者が担当しています。 

利用支援サービス登録利用者は、26年度末時点で計 15名。うち視覚障がい者は 11名です。 

 

◎ 26年度利用登録者数                  ◎ 登録協力員数 

登録サービス名 登録者 

録音資料の貸出 10人 

点訳資料の貸出 3人 

視覚障害者用情報機器の貸出 9人 

対面朗読 8人 

宅配サービス 8人 

 

◎ 宅配サービス実績              ◎ 対面朗読実績 

 
配達回数 タイトル数 

図書資料 22回 54 

録音資料 8回 60 

点字資料 0回 0 

その他 0回 0 

合計 30回 114 

  

音訳者 19人 

対面朗読者 18人 

延べ回数 45回 

時間数 87時間 
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◎ 録音資料・点訳資料 

全国的に視覚障がい者がパソコンやタブレット端末などの IT機器を使えるようになり、自身で

録音資料をダウンロードして聞く方法が増えている等の理由から相互貸借の件数が減ってい

ます。今後は、そういった利用者のために国立国会図書館のデータベース上に当館で製作し

た録音資料データのアップロードを行えるように環境整備を行っていこうと計画しています。 

 

① 蔵書数                                   （単位：タイトル数） 

  作成 
  

購入 
  

うち 26年度 うち 26年度 

録音資料 
カセットテープ 235 0 0 0 

DAISY 215 3 1 0 

点字資料 2 0 40 1 

※上表の他に 26年度は個人提供分として２タイトルを DAISYにて制作 

 

② 貸出件数                                  （単位：タイトル数） 

  カセットテープ DAISY 点字資料 

個人への貸出 6（6） 14（14） 0 

他市区等への貸出 0 4 0 

※カッコ内は相互借受分 
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今日の図書館において、より細やかな図書館サービスを目指しそれを実践する上で、市民ボ

ランティアの存在は必要不可欠です。図書館利用者の一人でもあるボランティアの方々が、日

頃の活動を通じて、図書館をより理解していただけるような取り組みになることを願っています。 

＜グループでの活動＞ 

中央図書館では、おはなし会事業や音訳・対面朗読など、それぞれの分野で活動するグル

ープの方々と長きにわたって協働してきました。定期連絡会や講座・研修会などを通じて、各

グループと図書館職員が交流しながら、図書館利用者へのサービス向上に努めています。    

活動開始から 10 年の節目を迎えた布の絵本製作ボランティアはなみずきによる作品は、現在

19種 38点となり、中央図書館で所蔵しています。 

活動区分 活動グループ 活動開始時期 活動者数 

音訳・対面朗読 
狛江朗読ボランティアグループ 昭和 52年 14人 

音訳いれぶん 平成 23年 10人 

おはなし会 狛江おはなしの会くーすけ 平成 10年 14人 

資料製作 
布の絵本製作ボランティアはなみずき 平成 16年 3月 10人 

狛江絵本点訳の会コスモス 平成 25年４月 10人 

 

＜図書館ボランティアの養成＞ 

 22 年 10 月、図書館活動への参加に意欲のある市民を対象に、図書館ボランティア養成講

座を実施して個人のボランティア登録制度を開始しました。26 年度も新たに講座を修了した

14人の方が活動に参加しています。 

 

 

 

 

  

活動区分 主な内容 活動実績 活動者数 

図書修理 資料の補修や破損修理など 
125日、1940冊を修理 

（週 3日、1回 3時間程度） 
10人 

館内整理 新聞・雑誌の整理整頓、書架整理 
253日 

（開館前 1時間程度） 
15人 

資料整理 地域関連記事のクリッピングなど 
15日（11月から開始） 

（月 3回、1回 2時間半程度） 
11人 

４ 図書館活動を支える人たち 

【破損したページの修繕】 
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◆ 図書館ボランティア養成講座 

［開催日時］ 平成 26年 10月 28日（火）・11月４日（火） 午前９時 45分～正午 

［開催場所］ 狛江市防災センター ４階会議室 

［参 加 者］ 図書館ボランティアに関心のある人 18人 

［講 師］ 小畑 信夫さん（図書館・メディア研究所代表） 

  

 26年度は、主に新聞スクラップの

ボランティアの募集を目的として、

講座を実施しました。昨年同様、図

書館でボランティア活動をすること

の意義やその役割について、初心

者にもわかりやすくお話しいただく

とともに、新聞スクラップのノウハウ

を学びました。２回の講座修了後、希望する人にボランティア登録をしてもらいました。 

 

 

 

＜絵本点訳グループへのフォローアップ＞ 

25 年度から絵本点訳の活動を始めた「絵本点訳の会コスモス」は、点字技能士で視覚障が

いの当事者でもある会員の指導の下、製作活動を行っています。月２回の活動日に各自担当

した文章や絵の解説を点訳したものを持ち寄り、間違いがないか校正し合い、1冊の本に貼付

して完成させます。 

12 月に利用支援サービス事業として開催した講演会「『てんじつきさわるえほん ぐりとぐら』

が生まれるまで」はグループ会員の多くが参加しました。点字付き絵本を市販品として出版す

るため、多くの当事者や点訳者と協議を重ねたエピソードや完成後の感想などを伺いました。

質疑応答の時間には点訳方法やどんな作品が求められているのかなど講師に質問し、日々

の活動の問題解決を図っています。 
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＜野川地域センター図書室＞ 

実施日 取り組みと内容 備考 

4月 1日～6月 25日 セカンドブック事業 

新一年生対象の推薦図書の展示  

6月 25日～7月 7日 七夕かざり 

短冊に子どもたちの願いごとを書いて笹につけてもらう 

たなばたえほんでリトミック（協力：リトルツリーズ） 

 

6月 30日 【対象 1歳以上】 

パネルシアター「たなばたさま」 

紙芝居「こねこの七夕まつり」 

【対象 0歳～1歳前後】 

パネルシアター「あめ・かえるの合唱」 

パネルシアター「しゃぼんだまとばせ」 

絵本「あめふりくまのこ」 絵本「おくちはどーこ」 

親子 

106名 

7月 19日～8月 31日 夏休み課題図書等展示 

夏休み課題図書・自由研究・工作等の展示を行う 
 

8月 20日 子ども一日図書室員 

児童に図書室の仕事を体験してもらう 
3名 

10月 5日～10月 15日 リサイクル事業 

利用者発表会にて廃棄本の無料配布（5日） 

図書室前にて廃棄本の無料配布（6日～） 

900冊 

10月 24日 仮装で楽しむおはなし会（協力：テラコヤ 3） 

親子工作「親子でつくろう！かぼちゃのフォトカード」 

大型絵本「まじょまつりにいこう」 

   絵本「でんしゃにのって」 「おばけのバーバパパ」 

親子 

90名 

12月 8日 

 

 

クリスマスおはなし会（協力：リトルツリーズ、テラコヤ 3） 

エプロンシアター「〇△□なあに？」 

   親子工作「クリスマスリース」 

絵本「サンタのおまじない」 

「ゆきだるまのえんそく」 

親子 

90名 

  

各地域センター図書室の取り組み 
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通年 

 

新着図書紹介コーナー 

絵手紙紹介コーナー 

「このほんしってる？2014」紹介コーナー 

「Books for you 2014」紹介コーナー 

「読書のみちしるべ」紹介コーナー 

その月の行事等に合わせ、関連する絵本を展示 

「イソップ・グリム・アンデルセン」「おかあさんありがとう」 

「さむらい・にんじゃ」「おばけ」「おさかな」「やさい」 

「ハロウィン」「もふもふもこもこ」「クリスマス」「ひつじ」 

「おに」「桜・入園・入学」 

 

 

＜上和泉地域センター図書室＞ 

実施日 取り組みと内容 備考 

4月 9日～5月 26日 セカンドブック事業 

新一年生対象の推薦図書の展示  

5月 3日～6日 

 

子どもの日 

   竹とんぼのプレゼント 
 

7月 18～8月 31日 夏休み課題図書等展示  

8月 20日 子ども一日図書室員 

児童に図書室の仕事を体験してもらう 
2名 

10月 12日～ リサイクル事業（無料配布） 

センターまつりにて廃棄本（一般） 
490冊 

12月 クリスマス展示 

クリスマスツリーの飾り付け 

関連図書の展示 
 

3月 1日～ リサイクル事業（無料配布） 

図書室前にて廃棄本（雑誌） 
378冊 

通年 書庫保管本のリストを作者別に掲示 

緑野文庫（緑野小学校推薦図書）の展示 

「このほんしってる？」展示 

新着図書紹介コーナー 

毎月テーマを決めて本（児童・一般）を展示 
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＜岩戸地域センター図書室＞ 

実施日 取り組みと内容 備考 

3月 29日 開館セレモニー・内覧会  

平成 25年 12月１日から平成 27年３月 31日までセンター建替え工事のため休室しています。   

 

＜南部地域センター図書室＞ 

実施日 取り組みと内容 備考 

4月 9日～5月 26日 セカンドブック事業 

新一年生対象の推薦図書の展示  

6月 24日～7月 7日 七夕かざり 

短冊に子どもたちの願い事を書いて 

笹につけてもらう 

 

7月 2日 
子ども七夕会（協力：人形劇サークルぶんぶん） 

人形劇 「ヤン助とヤン助とヤン助と」 

パネルシアター   「七夕のはなし」  

子ども 

85名 

大人 

3７名 

7月 19日～8月 1日 夏休み関係図書展示 

   夏休み課題図書等の展示 
  

8月 20日 子ども一日図書室員 

   児童に図書室の仕事を体験してもらう 

2名 

10月 19日～27日 リサイクル事業 

   利用者発表会にて廃棄本の無料配布 

492冊 

 

12月 10日 子どもクリスマス会 

   人形劇（協力：人形劇サークルスープ） 

   「ちゅーちゅー だいすき」 

     午前：乳幼児対象（保護者の参加有り） 

     午後：幼児～小学生低学年 

午前 

59名 

午後 

子ども 65名 

大人 22名 

 

４月～３月 

（7・8・12月は除く） 

 

親子で楽しむおはなし会 

小川美枝子さん（図書職員）   全 9回実施 

子ども 106名 

大人 147名 

平均 28名 

通年 本の展示 

新着図書コーナー 

絵本コーナーにその月の行事等に合わせ、 

関係する絵本を展示 
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館・室名 開館年月日 
所在地 面積

（㎡） 
閲覧席 

電話 

中央図書館 昭和 52年 11月 23日 

和泉本町一丁目１番５号 

市民センター内１Ｆ 1,310  
一般 40    

児童 10 
03-3488‐4414 

野川地域 

センター図書室 
昭和 51年６月２日 

西野川一丁目６番９号 

野川地域センター内１Ｆ 108.0  ６ 

03-3480‐2211 

上和泉地域 

センター図書室 
昭和 53年８月３日 

和泉本町四丁目７番 51号   

上和泉地域センター内２Ｆ 131.7  10 

03-3489‐9101 

岩戸地域 

センター図書室 
昭和 53年７月 23日 

岩戸南二丁目２番５号 

岩戸地域センター内１Ｆ 86.6  ２ 

03-3488‐7040 

南部地域 

センター図書室 
昭和 58年４月３日 

猪方四丁目１１番１号 

南部地域センター内１Ｆ 119.0  ８ 

03-3489‐2150 

西河原公民館 

図書室 
平成 18年８月 11日 

元和泉二丁目 35番１号 

西河原公民館内１Ｆ 174.8  
一般 45    

AV ９ 
03-3480‐3201 

施設概要 
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